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小型 JASMINEでは、非常に厳しい星像中心決定精度である 20µasを達成する必要があり、そのためにはノイ
ズとなる迷光を十分に低減させなければならないが、そのためのシステムからの要求は 5[photon/sec/pix]という
非常に小さなものとなる。これまでは、サンシールドも含めて展開 (伸展)構造を避けることを念頭に置いていた
ため、フードの長さは約 1.1m以下に制約しており、この条件下では植毛しか解が無かった。
小型 JASMINEは、JAXAの次期打ち上げ候補として採用されたこともあり、メーカーとの開発検討も活発に

なってきており、その中で、これまであまり宇宙実績のない「植毛」を使ったものをノミナルにするのはリスク
が大きいため、フードをもっと長くしても、これまでに実績があり TRLも十分高い内面処理を用いて設計でき
ないかという意見が出た。メーカーでのラフ検討により、フード長が約 1.7m以下ならフードは伸展せず、サン
シールドのみに展開 (折り曲げ)機構を設けることで、イプシロンのフェアリングに搭載可能であること、またサ
ンシールドのみの展開機構であれば実績も多いためほとんどリスクはなく、質量やコストの増加も小さいことが
分かった。
そこで、少し余裕をみてフードの長さを 1.6mとし、植毛よりは特性が劣るが、実績のある塗料や鍍金系の内面

処理でも上記要求を満たせるかどうかの検討を行った。本発表では、その検討内容・検討方法とその結果に関し
て詳細に報告する。


